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　昨年末に兵庫県のまちなみ緑化事業補助金の申
請が通り、12 月 5 日には、元町で自然派ワインの
店を経営し、ワイン用のブドウの生育に携わって
いる宮本健司さんの計画に則って 30 本の第一期ブ
ドウ定植をしました。その後、１月に入ってから、
9 丁目在住の庭のジプシーこと庭師の橋口陽平さん
の指導のもと、50 本の樹木を植えました。キンモ
クセイやヒイラギモクセイ、ゲッケイジュ、ヤブ
ニッケイやクチナシなど香木のゾーンや、ビワ、
イチヂク、サクランボなどの果樹のゾーンがあり
ます。2 月以降、第二期 70 本ブドウを定植し、誘
因用のワイヤーをかける杭を打ち、棚を設置して
います。
　12 月から 1 月にかけて、神戸市による市住跡地
全体の測量のため、冬枯れの草が短く刈られ、土
砂崩れ止めの礫をワイヤーで覆ったひな壇のよう
な構造もあらわになっています。塩屋中学校から
大谷の坂を下ってくると、ちょうど正面に跡地が
見え、その見慣れない丸裸の姿に驚いていらっしゃ
る方も多いのではないかと思います。
　わたしたちが木を植えているのは、南側の 2500
平方メートルですが、それも含めて全体で１ヘク
タールもある市住跡地、まだまだいろいろな活用
方法が考えられると思います。今後どのように変
わっていくのか楽しみです。

（塩屋町 2丁目　サラ・デュルト）

塩屋町 9 丁目市住跡地を活かす
取り組みが進んでいます

れき
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コラム しおやそとからなかから . その 8 今回は、“なかから”　一級建築士の浅見さんです！

「望海」の実証実験実施
　塩屋町 8 丁目「望海台（ぼうかいだい）」は街全体
が 20％近い急坂のバリア環境で約 260 人が住んでい
ます。
　この街では、いつ迄も住み続ける街へと高齢者の外
出支援のための交通手段が望まれていました。（しお
かぜを補完する交通手段）
　この度、「神戸市の地域コミュニティ支援制度」に
より各戸玄関先で乗降できる「デマンド型」運行の乗
合バス（タクシー車両仕様）の運行が、海を望める街
に相応しい愛称「望海（のぞみ）」で実証実験が始ま
りました。（2022 年 1月 14日～ 3月 31日）
◆「デマンド型」：Web 予約は運行の 60分前まで

電話予約は前日の 17時まで
◆運行時間：平日午後 1～ 4時台 1時間に 1本
◆運行区間：①望海台⇔イオンジェームス山

②望海台⇔塩屋駅
◆運　賃　：450 円

割引（Web 予約限定）：2人乗合 300 円
3名以上乗合 200 円

　住民からは、キツイ坂には苦労してきた、「望海」
を利用してここに住み続けたい。年寄りには有難い。
荷物のある時には助かるなどの声がありますが、
　・今は、車、バイクを使っているので使わない。
　・使いたい時間帯に運行されないので使えない。
　・スマホを所持していない、Web 予約の手続きが
　　煩わしい。
などの意見が出ており利用は低迷しています。
　神戸市によると、「望海」の本格運行に向けた目標
値は乗合率1.5人（10回運行で15人の利用）とのこと、
隣近所で声掛けし合って乗り合い利用する共助なまち
づくりを進め乗合率を高めて行きたいと思います。　
　塩屋地区内には望海台のような坂の街が多くありま
す。これらの街にも「デマンド型」バスの運行は有効
と思います。「望海」の実証実験が成功することが望
まれます。

（塩屋町八丁目　大川）

　皆さんは「地図混乱地域」という言葉をご存知でしょうか？一般には土地登記が
きちんとなされていない地域のことで、地方の山奥など土地境界のはっきりしていない
ところに見られます。そんなのは山の中だけの話かと思うと、実はそんな場所が塩屋でも
いくつかの住宅地に見られます。
　住宅地を開発した業者が、土地の分割登記を正しく行なわず、道路も市に移管※しなかったために、宅地と面前
の道路の半分が個人の持ち物となってしまっている地域です（下図参照）。皆さんもご想像がつくと思いますが、
自分の持ち物は自分で管理する原則から言えば、家の前の道路が壊れた場合、家の持ち主が道路を修繕しなけれ
ばならないということになります。
　この原則で話は簡単に片付くように思えますが、実は「みんなで使っている道路なのに個人負担しなければい
けないのか」「不在地主で空き家の場合誰が修繕するのか」などの様々な問題が発生し、結局は地域全体の課題と
なってしまいます。解決しようとすると分割登記費用や道路整備費用がかかるため、なかなか地域の合意がとれ
ないことも多く、地域課題となっています。　　　　　　　　　　　　（塩屋町字南谷　浅見雅之＜一級建築士＞）

「住宅地なのに地図混乱地域」という課題「住宅地なのに地図混乱地域」という課題

※移管：
開発業者が市の基準に従って
道路を整備して、市に土地ごと
引き渡し「市道」とすること

・・・・

地図の
空白地

の ぞ み
タクシー車両・デマンド型
コミュニティバス

公共交通の
空白地

塩屋町
8丁目
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トークイベント｜しおやあれやこれや vol.15

 「まちと小さな交通」

垂水区 PR 動画｜TARUMISM vol.1「シオヤワンダーランド」
塩屋の紹介動画ができました。塩屋に住む人、塩屋に通う人の声、特徴的
な景色、坂や階段のみならず、海から見た、山から見た、いい景色やちょっ
と変なものまで、いっぱい集めました。音楽も塩屋に住む音楽家の作詞・
作曲・演奏によるものです。お楽しみください。

「住宅地なのに地図混乱地域」という課題

2022.3.12

「望海（のぞみ）」
の取り組み詳細
やご利用方法▶

https://youtu.be/
QUpK9U0ws0s

制作：神戸市垂水区まちづくり課

　塩屋といえば、坂！坂！階段と細道。「道が細いから車で塩屋にはいかない」
と言う人も多い。最近は車の入れない路地の奥に小さな素敵な店がいくつも
出来、コンパクトに歩ける町として子育て世代が増えている。コロナ禍とい
う移動を控える新しい生活の中で人が町にとどまり町が醸され熟成してきた
のか。恵まれた自然環境と地域資源と「歩く」という生活速度のマッチング
なのかもしれない。
　その一方で、高低差のあるこの町を選んだ人が歩くのが困難になった時、公
共交通が乏しい、緊急車両が入りづらい、など、住み続けるためには解決すべき
問題は山積み。従来不便とされてきたものが居心地のいいものにも変換される生
活サイクルが評価されてきた今、公共交通や緊急車両もニーズに合わせて変化し
つつある。小さな規模の公共交通機関、グリーン・スロー・モビリティなど数々
の事例や実験について専門家に教えてもらい、町の声を交えて小さな町に合った
小さな交通について考えてみた。
＊コミュニティ交通の現在と未来　井上岳一（日本総合研究所｜シニアスペシャ
リスト）
　日本そして世界でのの事例と MaaS（マース：Mobility as a Service＝地域住
民や旅行者の移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービ
スを最適に使う）という考え方について。
＊コミュニティバスしおかぜに乗ってみてわかったこと　スズキナオ（ライ
ター）
　現代日本に浮かび上がる疑問を調査し、記録するスズキナオによる「し
おかぜ」に実際に乗ってもらった体験談。
＊コミュニティバス「しおかぜ」の現在　原田幸男（９丁目｜しおかぜ
を走らせる会）
＊「しおかぜ」のこれまで「しおかぜ」のこれから　山陽タクシー株式
会社
＊塩屋・望海台コミュニティバス「望海（のぞみ）」という実験　神戸
市都市局公共交通課
　地理的な環境ゆえ、公共交通を導入することが不可能だった小さな町
に現れた「しおかぜ」。地域のニーズ、行政による社会の変化に伴うシ
ステムの改良や助成金の運用、そして、運営する側の試行錯誤。
＊望海台の一住人の声　大川孝実（８丁目｜40年住んでみたら）
＊絵になる交通　高田知紀（５丁目｜人と自然の博物館）
＊動物交通　信森徹（３丁目｜塩屋まちづくり推進会）
＊世界の特殊交通　森本アリ（４丁目｜シオヤプロジェクト）
　専門家的視点から地元の地に足ついた視点さらには、実現不可
能なことも多く含まれる楽しい提案の数々。変わってきた小さな
地域社会の公共交通へのニーズ、継続性のため観光やレジャーで
のコミュニティ交通の使用。それぞれの視点は新鮮でもあり一筋
縄ではいかないもの。登壇者全員による座談会もとても有意義
な意見交換の場になりました。中でも印象深かったのはこの町
の山・海・町の楽しみ方が変わりゆく環境により徐々に失われ
つつあるということ。楽しく暮らすヒントは積極的な町の活用
に託されている。　　　　　　　　（塩屋町４丁目　森本アリ）
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　塩屋小学校東側の斜面地については、2014 年から
その活用について検討を開始し、小学校・周辺自治会
との話し合いや地域全体での意見募集を経て、2019
年 3 月には「塩屋小学校東側空地活用に向けた整備提
案書」を神戸市へ提出しました。
　それを踏まえ、2020 年 10 月に市の整備計画（案）
が提示されましたが、提案書との乖離が大きく、「地
域での活用」という点を満たさないという判断から、
現在は、地域で再提案内容を検討している段階です。
　斜面地に隣接する道路は塩屋のまちにとって、特に、
塩屋谷川以東での重要な南北の動線であり、コミバス
「しおかぜ」はじめたくさんの生活車両、また、歩行
者が利用します。
　日常の交通安全に加え、小学校と地域を繋ぐ避難
ルートを複数確保しておくという「二方向避難」の考
えに基づけば、防災面においても、あの場所の整備は
必要不可欠と考えます。

塩屋海岸　水上バイク問題で兵庫県に要望書提出

塩屋小学校東側斜面地（空地）について検討継続中

　塩屋海岸は、阪神間で自然海岸が残された貴重な区
域です。まちづくり推進会としては、地域社会の共通
財産として誰もがアクセスできる開かれた場所となる
よう、将来の整備に向けた協議を進めています。
　近年、周辺住民の方から「テトラポットまでの内海
を水上バイクが猛スピードで走り回り、騒音に悩まさ
れている。危険性もある」との声が寄せられました。
また、昨年 9 月に淡路沖で飲酒無免許運転で 3 人が亡
くなられる事故が起きたことをきっかけに、兵庫県・
明石市・神戸市が条例改定などで運転規制を行おうと
しています。あるマンション自治会の住民アンケート
をもとに推進会で対策を協議し、兵庫県に対する要望
書をまとめました。内容は、①他の自治体とも連携を
取り、隣接他地区と歩調を合わせる形で塩屋浜にも水
上バイクの航行規制を導入すること、②特に消波ブ
ロックより陸地側においては、周辺住環境・他の海岸
利用者の安全に重点を置いた、実効性ある規制を行う
こと、以上 2点です。

　2 月 18 日に県庁にて知事部局と警察本部に要望書
を提出。その場で兵庫県が、今年夏までに「沿岸から
概ね 100m の区域では時速 8km 以下の徐行」などを
求める兵庫県独自ルールを設定しようとしていること
がわかりました。
　今後、塩屋海岸の管理者である国土交通省にも要請
を行い、規制が守られる実効策を求めて行きます。み
んなで塩屋海岸を利用しやすくして行きましょう。

（塩屋町 3丁目　高橋）

　災害の体験談などをみると、避難ルートや避難場所
が普段よく利用する道・よく行く場所、もしくは祭事
の会場など、日常に紐づいた空間である場合、咄嗟の
判断に活きやすい面があるように感じます。
　小学校東側の斜面地においても、緊急時のみの利用
を前提とするのではなく、普段から何かしらの関わり
を持つことで、みなさんの意識により密着した空間に
なるのではないでしょうか。
　もちろん、定期的な利用には、しっかりとした管理・
運営が必要となりますが、市営住宅跡地（当斜面地か
ら北に約 130ｍ）の例をみてみても、その主体は空地
周辺の住民に限らずとも、有志のメンバーで行うこと
は充分可能と思います。
　さまざまな可能性を模索し、よりよい提案内容をま
とめたいと考えています。ぜひ、検討の場にご参加く
ださい。どなたも自由にお越しいただけます。

定例勉強会
これまでの提案書や資料は
『塩屋まちづくり推進会HP』
でご覧いただけます

毎月 2回
第 1木曜日／第 3水曜日
18：30～ 20：00

「水上バイク問題に
関する要望書」
はコチラ


